
三郷市
令 和 ６ 年 度 当 初 予 算 の 概 要

歳入歳出予算総額（一般会計）

5 8 0 . 5億円
多様化する行政ニーズに対応するとともに、持続可能な

地域の発展のために、第５次総合計画重点テーマに基づく
施策を推進します。

＜第５次三郷市総合計画・前期基本計画 重点テーマ＞

ふるさと三郷
みんながほほえむ まちづくり

令和３年度から10年間の計画である第５次三郷市総合計画では、都市として自立し、活力があり、交流が生まれる「人にも企業にも選ばれる魅力的なまち」を目指して７つのまちづくり方針と３つの経営方
針を掲げました。さらに、総合計画の各方針に基づきながら、持続可能な地域社会 をつくっていくため、下記の３つの「重点テーマ」を掲げ、これに関する施策を特に推進することとしています。

三郷市は、
「SDGs日本モデル」宣言に賛同しています。

財政の変遷

令 和 ５ 年 度 令 和 ６ 年 度

一般会計当初予算 561.0 億円 580.5 億円

当初予算総合計
（一般会計・国民健康保険特別会

計・介護保険特別会計・後期高齢者
医療特別会計・上水道事業特別会
計・公共下水道事業特別会計）

931.1 億円 944.7 億円

質の高い教育と切れ目ない子育て支援の強化
～子どもたちの成長を見守る・夢を育む～

前年度比 ＋19.5億円

持続可能な拠点の形成
～まちづくりは道づくり～

多様性のある地域の確立
～地域コミュニティの充実～

※ 上記の［数字］は、別紙「令和６年度当初予算 実施事業一覧」のＮｏを指しています。

総合計画重点テーマ
以外の事業

● 自動翻訳システムの導入・遠隔窓口システムの増設を行い、住民

サービスの向上を図ります。

［24］デジタル化推進事業 16,158千円

● 「スマート窓口」に対応できる部署を拡大し、窓口での各種申請・

届出などの手続き負担を軽減します。

［21］基幹業務システム管理事業 6,647千円

● キャッシュレス決済対応窓口を増設し、利便性の向上を図ります。

［23］デジタル化推進事業 70千円

● 高齢者向けのスマートフォン講習会を開催し、デジタル活用支援

を行うことで、デジタル格差の解消を図ります。

［22］デジタル化推進事業 931千円

● 図書の充実を図り、市内小中学校や子育て施設、高齢者施設等へ

ふれあいブックワゴンにて本の配送を行います。

［28］図書館図書購入事業 2,300千円

● 言語聴覚士等による朗読会を開催し、高齢者の認知症予防・介護

予防を図ります。

［29］介護予防事業（介護保険特別会計） 540千円

● 天井の耐震強化及び設備更新のため、三郷市文化会館の改修工

事を行います。

［25］文化施設管理等事業 105,000千円

● 経年劣化が進む岩野木学校給食センターを瑞沼市民センターの
グラウンド内に建替えし、（仮称）瑞沼学校給食センターとして
令和7年1月（予定）から中学校給食の提供を開始します。
[44]学校給食センター整備等事業 1,730,000千円

● 出生後に加えて妊娠時も対象としたタクシー利用券、路線バス回
数券、自動車燃料費の助成を行い、経済的・身体的な負担を軽減
します。
[37]子育て移動支援事業 15,476千円

● 宿泊型産後ケアに加え、通所による産後ケアを開始し、半日程度
の滞在による育児の相談など産婦の精神的・身体的ケアの支援を
行います。
[36]産後ケア事業 4,369千円

● う歯や歯周病による早産・低出生体重児の出生等を予防するため、
妊婦のかたを対象に無料で個別歯科健康診査を行います。
[31]母子健康教育事業 1,650千円

● 認可保育園等における障がい児預かりに対する補助を拡充し、
障がいを持つ児童や気がかりな児童の預かりを推進します。
[38]民間保育所等運営支援事業

認定こども園運営改善費等支援事業 23,040千円

● 子育てに不安や負担を抱える子育て家庭等に対し、家事や育児を
支援するヘルパーの派遣を行い、家庭環境や養育環境を整えるこ
とで虐待リスク等の高まりの予防を図ります。
[33]子育て支援事業 7,222千円

● 緊急サポートセンターの宿泊サービス等の利用料を助成し、ひと
り親の保護者等の一時的養育困難の際に児童を預けられる体制
を整備します。
[34]ファミリー・サポート・センター事業 6,911千円

● 部活動地域移行サポーターを配置し関係諸団体と調整を図ること
で、学校を超えた地域での、専門性のある指導者による多様な活
動を推進します。
[47]地域クラブ活動整備事業 4,027千円

● 三郷料金所スマートICをフルインター化することで、高速道路への
アクセス性の向上、市内交通の分散による渋滞緩和、地域活性化
を図ります。
［14］地域拠点基盤整備（フルインター化）事業 75,050千円

● 南部地域拠点防災コミュニティ施設の整備を進め、防災機能の
強化や防災意識の向上、地域コミュニティの強化を図ります。
［２］南部地域拠点防災コミュニティ施設整備事業 442,646千円

● 道路交通の円滑化・歩行者の安全性向上のため、都市計画道路の
整備を進めます。
［8］都市計画道路新和高須線整備事業
都市計画道路草加三郷線整備事業
都市計画道路駒形線整備事業 487,000千円

● トイレトレーラーを購入し、自市や災害時の応援協定を締結してい
る他市等が被災した場合のトイレ不足の解消や避難所の衛生環境
の向上を図ります。
［１］災害応急対策事業 26,000千円

● 通学児童等の安全強化のため、舗装修繕や歩車分離対策など
通学路を整備します。
［6］通学路安全対策事業 108,000千円

● 災害に備えるため、水道管を耐震管へ順次更新し、また県水の直
送管を整備し市内への安定給水を図ります。
［17］配水管整備事業（上水道事業特別会計） 1,005,950千円

［18］県水直送管整備事業（上水道事業特別会計） 99,000千円

● 三郷中央駅前広場の施設配置の見直しによる広場スペースの確保
などを目的とした詳細設計を行います。
［9］公共交通政策推進事業 24,000千円

● 救急車２台・水槽付消防ポンプ自動車1台を更新します。
［16］消防車両・救急車両機器整備維持事業 157,494千円

1 7 年 連 続 増
過 去 最 大 予 算

● コンビニエンスストア等での証明書交付手数料を一律100
円に減額し、行政窓口よりも低廉な料金で取得できます。
[55]住民基本台帳事務事業

収納管理事務 5,154千円

● 特定健康診査の自己負担額を無料にすることで受診率向
上を図り、生活習慣病の予防を推進することで医療費の
適正化を目指します。
[69]特定健康診査等事業（国民健康保険特別会計） 115,534千円

● ポンプ設置等工事を行い、河川からの逆流や大雨による浸
水被害の軽減を図ります。
[6４]排水ポンプ場維持管理事業 149,000千円

● みさとシティハーフマラソン大会を日本陸上競技連
盟公認大会として開催することで、公認記録取得を
求めるかた等の参加者拡大を目指します。
[59]スポーツ協会支援事業 14,000千円

● オリンピックデーラン事業を開催し、オリンピック・
パラリンピックの啓発及びオリンピックムーブメントを
推進します。
[60]スポーツ教室事業 2,600千円

● 良好な住環境を保全するため、適切に管理されていな
い空家等への対策の強化を図ります。
[66]住宅施策推進事業 1,012千円

● 犯罪行為により被害に遭われたかたやそのご遺族に
対して見舞金を支給し、経済的負担の軽減を図ります。
[56]犯罪被害者等支援事業 600千円

● 令和８年度の（仮称）共同消防指令センターの運用開
始に向け、施設や消防指令システムの整備等の調整を
行います。
[67]消防指令業務共同運用事業 7,452千円


